と、妙なことに感心していると-
突然、安心ボムの体が水たまりに飲みこまれ、代わりに、マリンブルーのペンダントが、
浮かびあがった。ペンダントには、大海原の絵が彫られている。
「海のペンダントだ!」
うれしい戦利品を手にして、ぼくは道を逆もどり。さっきの四つ角へと向かう。
〓『海のペンダント』を入手した。アイテムリストにチェックして389へ
380へ
「……ここで押し問答しててもはじまらないよ。地上のグミさんに相談してみよう」
ジェフの提案で、ぼくらは地上のグミ族の村へとテレポートした。グミさんたちを集め、
事情を説明しはじめると、長老だというグミさんが、とんでもなく臭い果物のようなものを
持ってきた。なんでも、グミドリアンとかいう食べ物で、グミ族の大好物なのだという。
「これ、グミ族ならみんな喜んで食べる。きっと役にたつ」
ほかにめぽしい情報を得られなかったぼくらは、臭いのは少々我慢して、グミドリアンを
地底大陸へと持っていった。そして、再び地底の集落へ向かう。門番のグミさんは、また来
たのか、と、迷惑そうな顔でぼくらを見た。
◆『グミドリアン

